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おやきとは、おまんじゅうのこと。もちろん記念写真。 

飲み物を少し持参している。美味しいお茶も所望だが、⾃然の中で、⾷べることを選択。 

かしこまった、肩苦しい雰囲気で、ビジネス時代は、豪華な⾷事をした体験もある。 

海外の旅でも、勉強と実体験として、各国の五つ星のホテルに宿泊、⼣⾷の体験もある。 

環境と状況、誰と、それとも⼀⼈、その他いろいろ実体験している。たかが 饅 頭
まんじゅう

、されど・・・ 

⼈は⼈、我は我、京都哲学の道に。今は、そんな領域に突⼊しているので、久楽流で。 

 

 

 

 

 

   

 



〜〜山はみどり 野に花 人にはこころ〜〜 

 

思い通りにはいかない領域に、さしかかっている。訓練も限界がある。 

このひとり旅では、その落とし所を、探るのも⽬的の⼀つ。 

偶然、⽶沢にて、⼀番前の席で、三浦雄一郎さんの講演を、聞かせていただいたことがある。 

⻘森から、京都まで、日本縦断ひとり旅の途上だった。演壇の下から、間近に体感。 

いろいろ考えさされるお話もあった。久楽は頑固者。久楽流でと、⼼に決めた。 

 

 

     
 

 

 

 


